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ぶりのカマ塩焼き
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ぶり大根

【午前10時→】

オープニングイベント
弥栄太鼓は江戸初期から続く宇出津の伝統芸能で、
鬼面の若衆が迫力の響きを
打ち鳴らします。

弥栄太鼓出演
いや  さか

【午前10時→午後3時】

漁師のおかみさん市
地元漁師のとってきた新鮮な魚介類を、
おかみさんたちが販売します。
地元で水揚げされた冷凍イカもあります。

［石川県漁業協同組合能都支所 女性部］

其
の
三
其
の
三
其
の
三

【午前10時30分→】

寒ぶりの解体ショー
商標登録された「宇出津港のと寒ぶり」を解体し、
お刺身にして振る舞います。

［石川県漁業協同組合能都支所 仲買人組合］

【午前10時→午後3時】

うまいもん横丁
ぶり大根、ぶりしゃぶ、ぶりの
照り焼きなど、ぶり料理が
いっぱい！能登丼、お寿司など、
美味しいものが並びます。

【午前10時→午後3時】

いいもの市
地元の逸品が大集合！水産加工品、農産物など、
盛りだくさんです。

五
感
ま
る
ご
と
能
登
づ
く
し
事
業

【お問い合わせ】寒ぶりまつり実行委員会（能登町商工会内） http://noto.shoko.or.jp/〒927－0433 石川県鳳珠郡能登町宇字出津ト字44番地4 
 TEL.0768－62－0181／FAX.0768－62－0277
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能  登  の  冬  は  、 う  ま  い  。

能
登
の
冬
の
味
覚
を
代
表
す
る
寒
ぶ
り
。

水
揚
げ
の
多
い
能
登
・
宇
出
津
で

存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。宇

出
津
港

警
察
署

北
國
銀
行

宇
出
津

小
学
校 興

能
信
用
金
庫

宇出津新町

崎山口

能登町
役場

駐車場 P
「宇出津新港駐車場」
 からのシャトルバスを
 ご利用ください!

寒
ぶ
り

会
場

「宇出津港のと寒ぶり」は、
商標登録の地域ブランドです。この「タグ」が目印

姉妹都市の
小林市（宮崎県）から

宮
崎
牛
の

サイコロステー

キ
も
出
店
!!宮

崎
牛
の

サイコロステー

キ
も
出
店
!! Missing

（アカペラ）
ミニコンサート
①11：00～
②13：00～

富山で活動しているアカペラグループ

古
木
2
本

原
産
地
へ
里
帰
り

　

の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ

の
古
木
2
本
が
11
月
27

日
、
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の

原
産
地
と
さ
れ
る
鹿
児
島

県
霧
島
市
へ
と
発
送
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
4
月
に
霧
島
市
で
開
催
さ
れ

る
「
第
2
回
全
国
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
サ
ミ
ッ

ト
ｉ
ｎ
霧
島
」
で
、
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
ふ

る
さ
と
を
燃
え
る
よ
う
な
赤
色
の
花
々
で
彩

り
、
能
登
の
魅
力
発
信
と
さ
ら
な
る
友
好
の

象
徴
と
し
ま
す
。

　

能
登
か
ら
霧
島
へ
の
古
木
移
植
は
、
昨
年

5
月
に
の
と
里
山
空
港
で
開
か
れ
た
第
1
回

サ
ミ
ッ
ト
で
前
田
終し
ゅ
う
じ止
霧
島
市
長
が
古
木
を

「
里
帰
り
」
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

提
案
し
ま
し
た
。

　

27
日
に
は
霧
島
市
の
依
頼
を
受
け
、
同
市

の
霧
島
九く
め
ん面
太
鼓
保
存
会
メ
ン
バ
ー
2
人
が

積み込まれる樹齢 100 年の
のとキリシマツツジ

訪
れ
ま
し
た
。
柳
田
体
育
館
横
で
高
さ
、
幅

が
共
に
3
㍍
あ
る
樹
齢
１
０
０
年
の
木
と
、

高
さ
１
・
６
㍍
、
幅
２
㍍
の
樹
齢
70
年
の
古

木
、
８
年
生
の
苗
木
20
本
を
慎
重
に
ト
ラ
ッ

ク
に
積
み
込
み
、鹿
児
島
へ
出
発
し
ま
し
た
。

分
科
会
開
催
を
Ｐ
Ｒ

8
月
に
地
域
づ
く
り
全
国
研
修
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の

郷
」
は
11
月
8
日
、
第
32
回
地
域
づ
く
り
団

体
全
国
研
修
交
流
会
三
重
大
会
に
参
加
し
、

次
期
開
催
地
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
中
で
、
の

と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
を
テ
ー
マ
と
す
る
分
科

会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
研
修
交
流
会
は
8
月
29
日
か
ら

3
日
間
、
石
川
県
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
こ
れ
を
全
国

発
信
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、「
春
蘭
の
里
実

行
委
員
会
」
と
共
に
町
内
で
の
分
科
会
開
催

に
名
乗
り
を
上
げ
ま
し
た
。　

三
重
大
会

に
参
加
し
た

メ
ン
バ
ー
5

人
は
揃
い
の

真
っ
赤
な

ジ
ャ
ケ
ッ
ト

姿
で
分
科
会

を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

防
災
を
地
域
の
文
化
に　

６
５
０
人
が
参
加

第
4
回
小
木
地
区
津
波
避
難
訓
練

小
木
地
区
自
主
防
災
会
、
小
木
中
学

校
、
小
木
小
学
校
が
主
催
し
た
津

波
避
難
訓
練
は
11
月
24
日
に
行
わ
れ
、
地

域
住
民
ら
６
５
０
人
あ
ま
り
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
地
震
発
生
後
９
分
以
内
に
、
海

抜
20
㍍
以
上
の
第
一
次
避
難
場
所
に
逃
げ

る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
。
避
難
場
所

の
安
全
確
認
な
ど
、
準
備
に
は
小
木
中
の

生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
木
小
で
は
消
防
団
に
よ
る
放
水
体
験

や
金
沢
大
准
教
授
で
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
青
木
賢た
つ
と人

さ
ん
の
講
演
な
ど
が
あ
り
、

参
加
者
は
防
災
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

中
学
生
と
北
陸
学
院
大
の
学
生
が
一

緒
に
考
案
し
た
「
防
災
体
操
」
も

こ
の
日
初
め
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
小
木

中
1
、
3
年
生
の
歌
声
に
あ
わ
せ
て
、
北

陸
学
院
大
の
学
生
と
2
年
生
の
生
徒
が
一

緒
に
踊
り
ま
し
た
。
防
災
体
操
は
小
さ
な

子
や
お
年
寄
り
に
も
覚
え
て
も
ら
う
た
め

に
考
案
し
た
も
の
で
す
。
会
場
に
集
ま
っ

た
訓
練
参
加
者
も
一
緒
に
な
っ
て
体
を
動

か
し
、
振
り
付
け
を
覚
え
ま
し
た
。


